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平成２２年第１１回教育委員会定例会会議録 

 

１ 開会宣言 平成２２年１０月２８日（木） 午後１時３０分 

 

２ 場 所     三条市役所栄庁舎 ２０１会議室 

 

３ 出 席 者     長沼委員長、坂爪委員長職務代理委員、渡辺委員、須佐委員、松永教育長 

 

４ 説明のための出席者 

古川教育部長、池浦教育総務課長、星野子育て支援課長補佐、高橋学校教育

課長、嘉代小中一貫教育推進室長、坂井学校教育課主幹、西山小中一貫教育

推進室主幹、遠藤教育教務課長補佐、阿部教育総務課庶務係長 

 

５ 傍 聴 人      ２人 

６ 議 題     

 （１）前回会議録の承認 

平成 22 年第 10 回教育委員会定例会会議録について 

（２）議 事 

議第１号 平成 23 年度全国学力・学習状況調査の実施について 

 （３）その他 

ア クマ対策について 

イ 小中一貫教育関係の概要報告について 

ウ 平成 22 年度三条市教育委員会先進地視察について 

エ 次回教育委員会定例会の日程について 

 

７ 審議の経過及び結果 

（１） 前回会議録の承認について 

長沼委員長から平成 22 年第 10 回教育委員会定例会会議録について諮り、承認と決定 

 

（２） 議 事 

議第１号 平成 23年度全国学力・学習状況調査の実施について 

高橋学校教育課長から説明 

質疑に入る。 

（坂爪委員） 

去年はこういうふうにしなさいという指定で来ましたよね。今年もそういうものでは

ないのですか。 

（高橋学校教育課長） 

第１回目は全国全ての学校が参加し文部科学省の予算で行ったのですが、その後は小

中学校とも抽出制になりました。指定された学校は文部科学省の予算で採点及び分析を
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するのですが、希望があればほかの学校もテストに参加していいということで、三条市

としては参加をしたいという意味です。 

（松永教育長） 

教育委員会側としては、抽出校でない希望校の採点業務を業者に依頼する予算を要望

をしたいと考えています。 

昨年、希望校の予算をつけていなかったものだから、学校の先生方のお手数をおかけ

した。結局、採点業務が負担になったり、あるいは結果の時期がずれたりという形もあ

るので、今年はそのような形で行っていきたいと思っています。その前の年は国が全部

やってくれましたが、受ける受けないはやはり学校の判断ではなく、教育委員会として

判断をして各学校の方に伝えるような形で対応していきたいと、それでこの教育委員会

にかけたということですよね。 

（高橋学校教育課長） 

はい。 

（渡辺委員） 

23 年度は 22 年度と同じような数の抽出校ということでよいのですか。 

（松永教育長） 

今回の調査は、抽出校数というより、結局問題用紙をどの程度用意すればいいのか、

希望校には皆、問題用紙は無償で配られましたので、そういう調査かと思います。 

全員異議なく承認と決定 

 

（３） その他 

  ア クマ対策について 

高橋学校教育課長から説明 

質疑に入る。 

（渡辺委員） 

鳥獣対策との関連はどうなっているのでしょうか。あそこのメンバーには、学校は入

っていないと思いますが。 

（高橋学校教育課長） 

現地に災害対策本部ができて、教育委員会の代表として古川教育部長から対策本部に

出席をしていただき、会議を受けて私どもへ指導をいただいています。クマの出没の情

報については、警察に第一報が入ったものが農林課に入り、農林課から猟友会等に速や

かに連絡が行われていると思っています。 

（渡辺委員） 

それは分かりました。クマもそうですが、クマは 11 月のいつ頃かは少し分かりませ

んが、冬眠に入るわけです。その後に出てくるのがイノシシです。去年も５頭ほど下田

地区で捕獲されていますが、むしろクマより地域の人はイノシシの方を恐れています。

そんな状況ですので、クマにとらわれることなく、次から次へと鳥獣が出てきますので、

いろいろと対応を取ってもらえればと思います。 

（高橋学校教育課長） 
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ありがとうございます。イノシシに十分気をつけるように対応していきたいと思いま

す。 

（渡辺委員） 

クマもそうですけれど、イノシシも数が増えています。１頭いれば掛ける 100 倍、100

頭いると、常識ととらえられています。イノシシは冬眠なんてしませんから、当然また

冬場でも出てくるのではないかということは十分に予想されます。 

（坂爪委員） 

学校訪問をした時に、クマよけの鈴を全員に配ったけれども中学生はつけて来ないと

いう言い方をしていました。事故が起きてからでは遅いので、これはもう催促してでも

やはり徹底してつけさせる。対策をしておいて何かが起きてもしょうがないですが、そ

こら辺りはやはり大事なことだろうと思います。 

小学生は多分全員つけているだろうと思いますが、中学生は特に部活を終えて暗い中

で帰るだろうと思いますので。 

（渡辺委員） 

下田地区では主に奥の方、上の方ですがサル対策、サル防止ということでプロパンガ

スを使った爆音機を各集落で鳴らしています。もう稲もほとんどありませんし、畑もそ

うないわけですので、今鳴っているのはクマ対策で鳴っていると思います。私の集落な

どは本当に少ないですが、５機あるうちの３機ほどまだ鳴らしています。 

あれは効果があると私は思います。隣の栗山という集落にはこの間新聞に出たような

クマが出ましたが、私のところは今年、目撃はありません。そういう効果なども農林課

はデータを持っていると思いますので、その辺もまた参考にされればなと思います。 

ただし非常にうるさい、大きな音が出ますので、下の方の民家が多いところでは相当

問題があるのではないかと。 

（高橋学校教育課長） 

先ほど申し上げた飯田小学校では早朝６時過ぎから爆音機を使っていますし、学校裏

の斜面は切り払ってきれいにしていただくということで農林かからもずいぶんお世話

になっております。今後、鈴の対策について徹底するように、全ての小中学校に周知し

たいと思います。 

（長沼委員長） 

渡辺委員、イノシシには鈴は有効ですか。 

（渡辺委員） 

イノシシは夜行性です。昼間はたまには出てきますけれど、大体主として夜活動しま

す。 

（長沼委員長） 

いろいろやっていただいて今のところ無事で、お陰様できています。今後ともどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

  イ 小中一貫教育関係の概要報告について 

嘉代小中一貫教育推進室長から説明 
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質疑に入る。 

（須佐委員） 

今回、学校訪問で回らせていただいたときに、中学校の先生も忙しい中で小学校に行

っていただいている、中学校の先生が小学校に呼ばれることはなかなか大変という意見

が、実際の現場にあると。その辺、小中一貫教育推進室の方で、うまく負担を増やさな

いように交流が始まっているわけですが、担当の先生方の負担にならないようによく注

意してみていただけますでしょうか。実際にそういうことを言われたものですから。 

（嘉代小中一貫教育推進室長） 

小中一貫の、特に連携型はそれが一つの宿命でもあります。そういうところを研究テ

ーマとしながら、いかに無理なく小中一貫教育が進めていけるかということも一つの研

究対象かなと考えています。 

一方、具体的に動いている段階では、私どもでも御承知の通り 18 人の小中一貫教育

講師を各校に配置して、それぞれの負担にならないように配慮しているところでござい

ますが、実際のところまだ負担が生じるというようなことであれば、現場の意見をいろ

いろお聴きしながら十分に支援をするように努めてまいりたいと考えています。 

（松永教育長） 

その辺も配慮をして、移動にはスクールバスを使っているのでしょう。例えば、第一

中学校や第三中学校はどうなっているのでしょうか。この計画には入っているのですか。

条南小学校、南小学校、四日町小学校の子どもが、第一中学校に集まるのでしょう。 

（西山小中一貫教育推進室主幹） 

スクールバスや民間のバス等を使って、子どもたちが行ったり帰ったりするようにな

っています。 

（長沼委員長） 

今回学校を見せていただきました。どちらの小学校でも中学校でも、小中一貫のため

にいろいろなプログラムを組んでくださいました。とても有り難かったのは、先生方は

これをいいチャンスとして、こういうふうに応用してと、いろいろと計画を立ててくだ

さって、授業内容も本当に満足のいく立派なものをたくさん見せていただけました。 

これはただの意見ですが、公開授業はとても楽しみに寄せていただくのですが、いく

つも見たいのですが、どこの教室も満員で入れないんですよね。父兄の方なども途中で

おいでになっても廊下でほとんど見学者の先生の頭だけ見てお帰りになるような。これ

が体育館や音楽室の授業ですと入れるのですが、父兄の方にはとても入ったら出られな

いという状態です。もう少し入りやすく出やすく大きかったらいいのになと思っており

ました。もしできれば、そういうこともあったという程度です。お願いいたします。 

（嘉代小中一貫教育推進室長） 

貴重な御意見、大変有り難うございます。 

小中一貫教育については、中間発表会が今年度が初めてということでございますので、

今年度の結果を踏まえながら来年度もまた中間発表会を行い、24 年度は今までの成果を

重ねる形での中間発表ということになろうかと思います。今後進めるに当たって、今ほ

ど委員長さんからございました御意見を十分にお伝え申し上げながらいい公開授業、研
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究発表ができればと思っていますのでよろしくお願いします。 

（長沼委員長） 

有り難うございます。ぜひとも父兄の方々に見ていただきたいと私は思っています。

本当に毎回、とても素晴らしいことになっていますので、たくさんの関係者の方、そし

てお子さんのおられない方も見ていただければと思います。 

 

  ウ 平成２２年度三条市教育委員会先進地視察について 

池浦教育総務課長から説明 

質疑に入るが質疑なく、質疑終結 

 

  エ 次回教育委員会定例会の日程について 

    池浦教育総務課長から提案があり、委員長が諮り次のとおり決定する。 

    日 時  平成２２年１１月２５日（木） 午後１時３０分 

    会 場  三条市役所栄庁舎 ２０１会議室 

 

８ 閉会宣言  平成２２年１０月２８日 午後２時０２分 

    三条市教育委員会会議規則第３８条及び第３９条の規定により、会議の顛末を記載して

ここに署名する。 

平成２２年１１月２５日  

    三条市教育委員会 

                      委員長  長沼 礼子 

 

 

 


